
平成 26年度

ホームヘルパーを派遣し、日常生活上の援助を

行います。

1食 390 円

の方で要介護認定の申請をしていない方

虚弱高齢者ホームヘルパー

日常生活用品のレンタル

コミュニティ・サポート

緊急時ショートステイ

配食サービス

生きがい活動支援通所

65歳以上で、要介護認定の申請をしていな

い方

利用料についてはお問い合わせください。

　　　　するための居場所を知らせる機器を

貸し出します。

在宅で生活している高齢者を常時在宅で介護

している主たる介護者の方。支給要件があり

ます。くわしくはお問い合わせください。
1回594円（1回に2枚まで）

転倒防止用金具

家具

、家具転倒防止用金具

高齢福祉課へお問い合わせください。

ねたきりまたは重度の認知症で、常に介護を

必要とする65歳以上で、要介護3以上の介護

認定を受けており、常時おむつを使用している

高齢者を介護している方

　　　　　　ます。一般アナログ回線の電話を

利用するシステムです。

工事費の

緊急通報システム

高齢者いきいき住宅改善助成

日常生活用具の給付

寝具乾燥消毒サービス

徘徊高齢者探索システム
は い か い

高齢者紙おむつ購入券支給

ねたきり高齢者等介護者慰労金

上の介護認定も必要
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試験区分 採用予定人数 生年月日 学歴・資格など 試験の程度

大学卒事務職
（身体障がい者

枠あり）
10名程度

昭和59年4月2日以降に
生まれた人

大学（同等の学歴を含む）を卒業した人また
は平成27年3月31日までに卒業見込みの人

大学卒

身体障がい者枠については、お尋ねください。

大学卒
土木技術職 若干名 昭和59年4月2日以降に

生まれた人
大学（同等の学歴を含む）を卒業した人また
は平成27年3月31日までに卒業見込みの人 大学卒

児童指導員・
保育士 7名程度 昭和54年4月2日以降に

生まれた人

保育士の資格を有する人または平成27年3月
31日までに取得見込みの人
※勤務場所は、養護訓練センターや保育園な
どを予定しています。

短　期
大学卒

～明日の関市をあなたの手で～

平成27年4月採用
「日本一しあわせなまち 関市」を目指し、市民の皆さんとともにまちづくりを進める意欲のある方を募集します。

※くわしくは、「平成26年度関市職員採用試験案内」をご覧ください。案内は市ホームページでもご覧いただけます。

▽第1次試験　7月27日（日）　教養試験、作文試験、適性試験、専門試験（大学卒土木技術職受験者のみ）

▽第2次・第3次試験　8月下旬～10月中旬　面接、集団討論、実技試験などを予定

▽受付期間　6月2日（月）～16日（月）［当日消印有効］

▽申込方法　所定の申込書に必要事項を記入して、職員課へ提出してください。

▽申 込 書　申込書・試験案内は、職員課、各地域事務所、西部支所でお渡しします。

【試験区分、採用予定人数および受験資格】

【試験日・試験内容】

【受験申し込み】

【照会先】職員課　☎23−9214

市 職 員 募 集
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土
　恒例のあじさいまつりを６月２１日（土）～７月１３日（日）に板取地

域一帯で、３2店舗の協賛を得て盛大に開催します。

　初日には午前１０時から、板取白谷（風土や。前広場）で開村式が

あり、あじさい村長の就任式、あじさい村の除幕式を行います。また、

期間中は「あじさい絵てがみ・風景写真コンテスト」や「あじさいクロ

スワードクイズ」も行います。１０万本のあじさいが華やかに咲き誇る

板取に、皆さんぜひお越し下さい。

■日時　6月28日（土）・29日（日） 午前10時～午後4時
■場所　板取２１世紀の森公園
■内容　◆オープニングセレモニー　28日（土）10：00～11：00

◆あじさいステージ
　自然学校
　●森林インストラクターによる森の話
　音楽ショー
　●地元バンド・濃洲板取踊りほか

◆あじさい広場
　●あじさい工場・マスのつかみ取り
　　（取った魚はその場で焼いて食べます）
　●あじさいの挿し木工場・木と遊ぼう
　●あじさいの苗木無料配布（１日１００本）
　●ネイチャーハイク
◆味横丁　板取の味が盛りだくさん
◆特別イベント　写メールコンテスト

あじさいまつり実行委員会事務局（板取事務所内）　☎0581－57－2111

あじさい村フェスティバル２０１４

照会先
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※まつり期間中、サイクリングコース（自転車）の利用は中止します。
※小雨決行（ただし、天候などの状況によっては中止になる場合があります）

※まつり期間中に限り、特別園内バス（有料）を運行します。
※上記イベントは予告なく変更になる場合があります。

日時 6月14日●・15日●（小雨決行）
午前9時〜午後4時（午後5時閉園）

岐阜県百年公園　関市小屋名1966
☎28-2166
http://www.hyakunen-kouen.jp/

土 日

りつ菖
し ょ う

蒲
ぶ

場所

関市観光PR大作戦②
アヤノジョーとフレンズ1
まさやん POPS演奏

ご当地キャラ大集合②
アヤノジョーとフレンズ2
レイ・ラニ・フラサークル

ダンスクライマックス
ご当地キャラ大集合①
可児市二胡の会
SHUKRAN

メレ モエ フラサークル
関市観光PR大作戦①
岐阜三田洞ボランティア 心のハーモニカ
ようこそ〜オカ璃一奈の世界〜へ

14日● 里山ステージ土

15日● 里山ステージ日

●岐阜県特産品市

●関市観光物産展

●野点コーナー

●けんぱくワークショップ

●花菖蒲即売会

●くじ引きコーナー

10:00
10:45
11:30
12:15

10:00
10:45
11:45
12:35

13:00
13:45
14:45

13:20
14:15
15:10

催し物案内

関*はもみん・空ちゃん・小瀬うかるくん・ぶぅ・ゆ

ずりん・せき親善大使（MC）

関*はもみん・空ちゃん・小瀬うかるくん・ゆずり

ん・ぎせつ丸・のぶさま。・ねぎっちょ・お猿のくぅ・

ぴょこたん・ハコモ・ナッチョル君・ひあゆ丸・ナガ

ラー・ミナモ・ゆっこ（MC）・ミオナ（MC）

花菖蒲株分体験教室 参加者募集！
6月28日（土）開催！！
申し込みは公園事務所へ

14日（土）

15日（日）

ご当地キャラが
菖蒲まつりに大集合！！

岐阜のキャラさんたちがたくさん
遊びにやってくる！

体験してみませんか

匠の技濃州関所茶屋
からのお知らせ

匠の技
体験工房
参加者
募集

※定員になり次第締め切ります。 ※講師の都合により、日程が変更になる場合があります。※受講中のケガなどは自己責任となりますのでご了承ください。

電話で関鍛冶伝承館まで（関市南春日町 9-1  23-3825）申込・照会先

折り紙で季節の飾りや遊べ
る作品などを作ります。

毎回違った小物を作りま
す。（手まり、根付、グリー
ティングカードなど）

平らな板にフィルムを貼っ
て彩色し、リード線をつけ
て作品にします。

ノミを使って郷土ゆかりの
円空仏を彫ります。

折り紙教室 季節に合わせた手芸教室 グラスアート教室 円空彫り教室

講　師 講　師 講　師
講　師

日　時 日　時

日　時
日　時

定　員 定　員

定　員
定　員

費　用 費　用 持ち物
持ち物

費　用
費　用

米光富雄さん
（関市卓越技能者）

足立幸枝さん 笠原洋子さん
平野忠男さん（木工技能士）

7月6日(日)、8月3日(日)、
9月7日(日)午後1時～3時

7月13日(日)、8月10日(日)、
9月14日(日)午前9時～正午

7月27日(日)、8月24日(日)、
9月28日(日)午前9時～11時

7月12日（土）、9月13日（土）
午前10時～午後3時

各日15人
（親子での参加大歓迎）

各日15人

各日5人
各日5人

120円（材料費） 100～500円（材料費） はさみ
ノミ、金づち、彫刻刀（ある人）
※床に座って作業できる服装で

1,000円（材料費）
1,000円（材料費）

ま
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自
治
基
本
条
例
に
関
す
る
特
別
委
員
会
設
置

　

平
成
26
年
市
議
会
第
１
回
臨
時
会
を
、
５

月
８
日
に
開
催
し
ま
し
た
。こ
の
議
会
で
は
、

議
会
の
新
し
い
組
織
構
成
の
ほ
か
、
専
決
処

分
の
承
認
な
ど
に
つ
い
て
、
可
決
・
承
認
・

同
意
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
自
治
基
本
条
例

に
関
す
る
調
査
研
究
な
ど
を
行
う
た
め
、
自

治
基
本
条
例
に
関
す
る
特
別
委
員
会
を
設
置

し
ま
し
た
。

　

議
会
の
新
し
い
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略 

◎
＝
委
員
長 

○
＝
副
委
員
長
）

◆
議
長　

太
田
博
勝
（
広
見
・
市
議
３
期
）

◆
副
議
長　

山
藤
鉦
彦（
下
有
知
・
市
議
２
期
）

　
　
　

◆
監
査
委
員　

足
立
将
裕

◆
議
会
運
営
委
員
会
委
員

◎
長
屋
和
伸
○
鷲
見　

勇　

小
森
敬
直

　

幅　

永
典　

西
部
雅
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丹
羽
栄
守

　

石
原
教
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井
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三

◆
常
任
委
員
会
委
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総
務
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員
会

◎
後
藤
信
一
○
波
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司　

土
屋
雅
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森
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○
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太
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―
９
０
６
８
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今後の市県民税（均等割）の税率は下記のとおりです。

平成 28 年度まで、県民税には「清流の国ぎふ森林・環境税」として、年額 1,000 円が加算されています。

事業主の皆様へ　市県民税は特別徴収（給与天引き）で納めましょう

◆照会先　税務課市民税係　☎ 23―8893

　東日本大震災からの復興に関し県や関市が実施する防災のための施策に必要な財源を確保するため、平成
２６年度から平成３５年度までの期間、市県民税の均等割の税率に１，０００円（市民税５００円・県民税
５００円）が加算されます。

今年度から１０年間、市県民税の均等割が
引き上げられます

特例期間
（平成26年度から平成28年度まで）

特例期間
（平成29年度から平成35年度まで）

（平成３６年度以降）

県民税 2，500円 1，500円 1，000円
市民税 3，500円 3，500円 3，000円
合計 6，000円 5，000円 4，000円
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関
市
文
化
協
会
美
術
展
洋
画
部
門
の
４
人
の

審
査
員
作
家
に
よ
る
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

後
藤
昭
夫
氏
（
元
市
長
）、
石
原
ミ
チ

オ
氏
（
元
教
員
）
は
、
前
衛
美
術
家
集
団

V
A
V
A
の
結
成
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、

1
9
5
0
年
代
よ
り
関
市
の
美
術
界
を

け
ん
引
し
続
け
る
作
家
で
あ
り
、
新
海
修

氏
は
、
グ
ル
ー
プ
展
を
中
心
に
作
品
を
発

表
し
な
が
ら
、
絵
画
指
導
に
尽
力
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
傍
島
幹
司
氏
は
数
々
の
美

術
展
で
受
賞
を
重
ね
、
国
内
で
多
数
回
個

展
を
開
催
し
、
精
力
的
に
作
品
を
発
表
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
４
作
家
の
新
近
作

を
含
め
、
約
30
点
を
展
示
し
ま
す
。

　

郷
里
を
拠
点
と
す
る
、
こ
れ
ら
４
人
の

作
家
と
作
品
紹
介
を
通
し
て
、
世
代
を
越

え
て
繋
が
る
、
質
の
高
い
関
市
の
文
化
を

発
信
し
ま
す
。

「
関
市
の
絵
画
４
人
展　

後
藤
昭
夫
・
石
原
ミ
チ
オ
・
新
海
修
・
傍
島
幹
司
」

・
会　

期
…
６
月
3
日
（
火
）
～
7
月
27
日
（
日
）

・
入
館
料
…
高
校
生
以
上
３
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

・
休
館
日
…
月
曜
日
、
祝
祭
日
の
翌
日（
た
だ
し
７
月
21
日
は
開
館
）

・
開
館
時
間
…
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分（
た
だ
し
６
月
３
日
は
午
前
11
時
開
館
）

・
照
会
先
…
篠
田
桃
紅
美
術
空
間　

☎
23
―
７
７
５
６
（
事
務
室
直
通
）

「
関
市
の
絵
画
４
人
展 

後
藤
昭
夫
・
石
原
ミ
チ
オ
・
新
海
修
・
傍
島
幹
司
」新海　修

石原　ミチオ

傍島　幹司

後藤　昭夫

新
指
定
!!
関
市
重
要
文
化
財

太
刀
（
銘
：
助

す
け
さ
だ
つ
く
り
た
て
ま
つ
る

貞
作
上
）
変か

わ

り
塗ぬ

り

魚な
な
こ子
地ぢ

葵あ
お
い

家か
も
ん紋
唐か

ら
く
さ
ず

草
図
金か

な
ぐ具
衛え

府ふ

太た

刀ち

拵
こ
し
ら
え

木も
く
ぞ
う造
釈し
ゃ

迦か

如に
ょ

来ら
い

坐ざ

像ぞ
う

木も
く
ぞ
う造
阿あ

弥み

陀だ

如に
ょ

来ら
い

坐ざ

像ぞ
う

小
瀬
の
鵜
飼
用
具

種
別　

有
形
文
化
財
（
工
芸
品
）

所
在
地　

富
之
保

所
有
者　

宗
教
法
人　

水す
い
む無
神
社

内
容　

太
刀
の
形
状
か
ら
鎌
倉
時
代
前
期
の
作
で
、
古
備
前
派
に
属

す
る
「
助
貞
」
作
で
す
。
拵
こ
し
ら
えは

、
水
無
神
社
に
奉
納
時
に
製
作
し
た
も

の
と
思
わ
れ
、
鍔つ
ば

に
「
延
え
ん
き
ょ
う亨
元
年
（
1
7
4
4
）
甲
子
五
月
吉
日　

施

主
尾
州
名
護
屋
堀
江
甚
左
衛
門
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
奉
納
の
経
緯

が
明
ら
か
で
、
鎌
倉
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
刀
は
希
少
で
す
。

種
別　

有
形
文
化
財
（
彫
刻
）

所
在
地　

岐
阜
県
博
物
館

所
有
者　

宗
教
法
人　

臨
川
寺

内
容　

ヒ
ノ
キ
の
寄よ
せ
ぎ
づ
く
り

木
造
で
、
内う
ち
ぐ
り刳
を
し
て
い
ま
す
。
華
麗
な
髪
型

で
、
顔
は
切
れ
長
で
細
い
眼
、
抑
揚
の
あ
る
唇
、
太
い
耳
た
ぶ
、
柔
ら

か
味
の
あ
る
頬ほ
お

を
し
て
い
ま
す
。
体
は
角
ば
り
、
深
く
ゆ
っ
た
り
と
し

た
衣え
も
ん文

を
表
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
特
徴
か
ら
南
北
朝
時
代
に
活
躍

し
た
院
派
仏
師
の
作
品
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

種
別　

有
形
文
化
財
（
彫
刻
）

所
在
地　

広
見
（
広
見
観
音
堂
）

所
有
者　

広
見
区

内
容　

ヒ
ノ
キ
の
一
木
造
で
、
眼ち
ょ
う
が
ん彫
、
内
部
は
内う
ち
ぐ
り刳
を
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。
左
右
第
二
指
の
指
先
部
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
指
の
付
け
根
に

縦
の
竹
釘
が
あ
り
、
指
先
が
上
に
折
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る

た
め
弥
陀
の
定じ
ょ
う
い
ん印

と
判
断
し
て
い
ま
す
。
関
市
に
お
い
て
平
安
時
代
後

期
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
の
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
は
希
少
で
す
。

種
別　

有
形
民
俗
文
化
財

所
有
者　

鵜
匠
の
家　

岩
佐
、

鵜
の
家　

足
立
、
関
市
教
育
委
員
会

内
容　
鵜
匠
の
家
岩
佐
（
代
表　

岩
佐
昌
秋
）、
鵜
の
家
足
立

（
代
表　

足
立
陽
一
郎
）、
関
市
教
育
委
員
会
が
所
蔵
し
て
い
る

小
瀬
の
鵜
飼
用
具
２
４
４
点
を
一
括
し
て
指
定
し
ま
し
た
。

鵜
匠
家
の
生
活
文
化
や
技
術
の
一
端
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る

資
料
群
で
す
。

■■■■ 1234■■■■ 1234■■■■ 1234

「新指定！！関市重要文化財　～新たな関市民の宝～」を開催します。

■期間　６月２８日（土）～７月１３日（日）　午前９時から午後５時　月曜日休館

■場所　わかくさ・プラザ「学習情報館１階　特別陳列室」※一部パネル展示となります。
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